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上・下水道答申 水道・下水道の料金について答申が出されました

青嶋智隆会長と大谷孝由副会長が
市長に答申書を手渡す。

中信４市市長懇談会 中信地区の課題などについて意見交換を行う

平林茂壽会長と加々美圭子副会長が
市長に答申書を手渡す。

広報紙配布
■下水道事業運営審議会

　早期の料金統一に向けて努力することが望ましいとし
た上で、使用料を一気に統一すると、大口使用者も多く、
運営状況が良好な豊科地域の値上げ率が最も高くなる
ことから豊科地域と穂高・三郷・堀金・明科地域の使用
料体系を分け、経過期間をおいて統一するのが適当とし
ています。また、大口使用者の１期当たりの負担と標準的
な世帯の負担の双方の影響に配慮して、平均８.５％の
料金値上げ案を答申しました。
　今後の健全運営に向けては、事業の効率的な運営と
下水道整備の本来の目的である水質保全の達成と使
用料収入の確保のため、より一層接続率の向上に努め
る必要があるとしています。

平林市長が進行役を務め、意見交換。

　第２４回中信４市（安曇野市・松本市・塩尻市・大
町市）市長懇談会が２月７日、安曇野市内のホテルで
行われました。
　懇談会では、地域連携による公共交通や信州まつも
と空港の問題、廃棄物処理施設の整備、水環境・水資
源の保全涵養に関する広域連携などの中信地区の課題
や問題について意見交換を行いました。会の進行役を
務めた平林市長は「市町村単独で解決できない問題な
どが多々ある中で、広域的な取り組みに向けて意見交
換できる良い機会にしたい」とあいさつしました。

■水道事業運営審議会

　水道事業の独立採算制、受益者負担の原則などの
基本原則に基づき、５地域ごと事業体の経営および財政
状況の検証を行った結果、穂高地域の事業が大変厳し
い経営状況であり、慢性的な赤字に陥ることも考えられ、
今後の水道事業の統合・料金の統一に支障となる可能
性もあり、穂高地域の水道事業の経営基盤確立・財政
安定化を図るため、穂高地域において水道料金を１５％
程度値上げする必要があると答申しました。また、今後の
水道事業運営に当たっては、一層の経営の効率化とサ
ービス向上に努めるとともに、市民の理解と協力を得るた
めに積極的に情報提供を行うことを求めています。

市政トピックス

～豊科・三郷・堀金・明科地域の皆さんへ～

4月から広報紙配布方法・回覧回数が変わります
　広報紙は、市からすべての市民の皆さんへ必要な情報を提供し、内容を知っていただくという大切

な役割を担っています。しかし、現在までその配布方法は地域により違いがあり、公平に市民の皆さ

んに届いているとはいえない状況でした。

　このような状況を改善し、市内の事業所などを含む全世帯へ、迅速かつ公平にお届けするため、穂

高地域以外でも４月発行の広報紙から新聞折り込みを利用し、配布することになりました。配布期間

は、発行日から５日以内となる予定です。４月４日（水）が１回目の発行日となりますので、期間を

過ぎてもお手元に届かない場合などございましたら、ご連絡をお願いします。

　また、できる限り広報紙へ情報を集約して、配布・回覧物の減少を図り、今まで隣組などを経由し

て月に２回実施していた市などからの配布・回覧物を、原則として毎月第３木曜日の月１回とします。

　皆さんのご理解、ご協力をお願いいたします。

　
　※すべての新聞ではありません。新聞の未購読や一部世帯などへは戸別配達でお届けします。
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　広報紙に関する問い合わせ　　　　　まちづくり推進課広報広聴係（℡７１・２０００）

　配布・回覧物に関する問い合わせ　　総務課文書法規担当（℡７１・２０００）

　水道・下水道事業の各運営審議会の答申がまとまり２月７日、両会長・副会長が
平林市長に手渡しました。

※

かん よう


